
ここがポイント教科指導 算数・数学科編

★ 操作的活動

算数・数学の指導において、特に数学的な概念の理解を図ることが重要と考えます。藤村１）（２０

１２）によると、概念の理解とは、多様な知識を関連付けて、「その手続き、その考え方がなぜ、そうな

るのか」といった数学的な概念の本質を理解したり、言葉や式等を用いてその理解を自分なりに表

現したりすることを示します。概念の理解を促すためには、特に単元の導入段階で「操作的活動」を

重視することが大切と考えます。

１ 操作的活動の定義と目的

操作的活動とは、「取る、触る、動かすなどといった手指の動きで、目的意識をもって考えながら、

教具に働きかける学習活動」です。教具を活用することで、児童生徒自身が教具を操作して思考過

程を整理したり、数学的な事象を表現・理解したりすることができます。また、数量、図形、測定等、数

学の具体的なイメージを形成しやすく、日常生活で数学を活用する力にもつながると考えます。

２ 操作的活動の留意点

（１）教具の作成

大内 2)(1989)は、見えにくさを補う上で、触覚や聴覚を活用することを前提に、次の留意点を挙

げています。

① 楽しくおもしろい教具～目的意識をもちやすかったり、操作すると変化がみられたりするなど、

「児童の意欲を喚起する」教具がよいと述べています。

② 使いやすい教具～簡単に壊れたり故障したりしないもので、一人でも扱えるものがよいとしてい

ます。

③ 大きさや構造の配慮～広くても腕を伸ばして描かれる円弧の範囲内であること、２次元空間の

理解などに配慮します。

④ ガイドの活用～操作の目印を付けたり、必要に応じてガイドを活用したりするなど、一連の操作

的活動が滑らかに進むように配慮が必要です。

（２）視覚障害用教材教具への習熟～盲人用のそろばん、三角定規、分度器、定規、触読式腕時計

等、教具の適切な使用法に習熟しておくことが必要です。

（参考）三角定規（盲人用）

「斜辺の目盛りが１５ｃｍでＡ（45°、４５°、９０°）、Ｂ（６０°、３０°、

９０°）の２枚１組となっています。触読しやすいように２枚とも

５ｍｍ刻みで凸目盛りが付けられています。定規を固定するた

めにピンを刺すための小さな穴が、Ａ、Ｂとも３カ所に開けられ

ていること、２枚の定規を組み合わせて平行線を引く場合、ず

れにくいように定規の縁に段差を設けて２枚の定規がかみ合

うようになっていること等が工夫されています。」３）（２０１０、特総研）



★ 課題や教材における情報の精選

児童生徒の学力や見え方、視経験、手指の巧緻性、触察の力等を踏まえ、各単元、授業において

の押さえるべき内容や技能は何かを具体的に設定することが大切です。

例１ 「２次関数のグラフ」（中３・高１）

２次関数のグラフの特徴を学習する際のグラフの提示例です。

グラフＡ（「新 高校の数学Ⅰ」数研出版）は、中・高の教科書で提示されている例です。４つのグ

ラフを１つの座標平面に書き表すことによって、①２ݔの係数の符号により、放物線は上に凸なのか

下に凸なのか、②２ݔの係数により、放物線の開き具合はどうなのかという２つの視点について、グラ

フから読み取るようになっています。

グラフＢ（「新版 数学Ⅰ」数研出版【日本ライトハウス】」）は、点字教科書で提示されている例

です。グラフＡと同様に２つの視点について読み取れるように６つのグラフを書き表しています。２ݔの

係数が同じグラフは同様の線種で表しています。

グラフＣ（自作のグラフ）は、１つのグラフのみ提示しています。同様の放物線の軌跡の教材を作

り、ベースとなるグラフＣから、移動させたり、グラフＡの視点①、②について、絞って確認することが

できます。
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